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	�松江 英夫
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	日本経済の成長には、長期停滞の根源にある「将来の需要不足と過去からの供給過剰」のギャップを解消し、国内の投資増大による将来の需要創出と、供給側の構造改革を進める政策が必要である
	人口減少社会の日本においては、“脱・自前”により相互の繋がりを強め、さらにそれを持続的な繋がりに発展させる”価値循環“によって、付加価値を高める成長シナリオが求められる
	スライド番号 6
	これからの企業の成長戦略には、“回転”と“蓄積”によって、「一人当たりの付加価値を高める」ための価値循環が重要である
	価値循環のコンセプトのもと企業戦略においては、取引頻度を増やすための「共通化」と、�価格を上げるための「差異化」の2軸に基づいたビジネスモデルの構築が求められる
	スライド番号 9
	価値循環：4つのリソース（ヒト・モノ・カネ・データ）を循環させ、 4つの機会に適用することで「新たな需要」を創出する
	日本全体で生み出す付加価値を高め、個々人のレベルでの豊かさの向上に持続的に結びつける社会的な仕組みとして、「循環型成長モデル」を提唱する
	循環型成長を阻害する「壁」を越えて、７つのアジェンダを新たな市場に変えることによって、人口減少下においても日本の成長力は高まる
	 価値循環による成長シナリオに向けては、日本の潜在成長率を高める政策課題に対する戦略が求められる
	日本は、中長期的に内需の伸びと外需の不確実性の軽減による経済成長が求められる。�そこでは課題先進国の解決力を高め、国内外から投資を呼び込み国内需要を増やす、さらにソリューションをグローバル展開し外需を開拓する“循環型”成長シナリオが勝ち筋になる

